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“地元⼒“発信 19年連続開催「メディカルクリエーションふくしま」
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医⼯連携イノベーション推進事業
地域連携拠点⾃⽴化推進事業
（AMED 2021〜）

地元町⼯場や中⼩企業 医療機器分野への新規参⼊を促進

産学官連携による⾰新的医療機器開発を推進

国内随⼀の
医療機器開発
製造拠点を
⽬指して︕
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新たなチャンス
到来︕

地元⽇⼤⼯と
県⽴医⼤との
医⼯連携

353638434848
516164

7174757472787678

0

20

40

60

80

100

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

医療機器製造業者数が2倍増へ
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医療⽤機械器具の部品等⽣産⾦額
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2023.10.6
福島⺠報社より
抜粋



地⽅⾃治体 医⼯連携⼤きな隔たり

大学大学病院

市⺠病院、
クリニック

医療機器メーカー/工場

製品開発支援
ハードルが⾼い

部材供給
OEM⽣産のための
マッチング⽀援

産業振興といえば
地元中⼩企業中⼼

地域医療（包括ケアシステム）

【⽀援体制、主な問題点】
・ 頻繁な⼈事異動、リーダー
や担当者ともに固定できない

・ 専⾨職が確保できない
・ ノウハウが蓄積できない
・ 予算を継続して確保しにくい
・ ネットワークが弱い
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これまで医⼯連携⽀援に関わって感じたこと（私案）

◯「部材供給・OEM⽣産」を促進させる⽀援体制、仕組みについて
地元に⽴地する医療機器⼯場や薬事⼯業協会との密な連携、情報交換、
⼈の交流は必須であり、ここにマッチングのチャンスがある。かつての
元請け・下請けという階層的・垂直的関係は、より⽔平的な新結合
（ODM⽣産）への変化していくだろうと予想する。

◯ 専⾨⼈材の確保と⽀援体制の継続強化について
医療機器開発、製造全般をカバーするオールラウンダーは探そうと思って
も⾒つからない。外部組織の協⼒を得つつ、内部職員をいかに育てていく
かが成功へのカギ。働く環境として、魅⼒的なプラットフォームに仕上が
っていないと、医⼯連携（企業⽀援）は続いていかないだろう。

◯ 地元⼒を発揮した地⽅メッセを開催する意味について
「メディカルクリエーションふくしま」は単なる展⽰会ではない、知識創
造と知識ストックを促進させる機能を持っており、地元企業と⽀援機関職
員を成⻑させ、やがて医療機器クラスターは地域の枠を超えて成⻑してい
くだろう。※（⼀財）機械振興協会経済研究所北嶋守⽒の考察「地域産業のイノベーションシステム（学芸出版社）」を

参考とした。



【北海道・東北地区】
◯ノーステック財団 ◯21あおもり産業総合⽀援センター
★いわて産業振興センター ◯宮城県、仙台市フィンランド
健康福祉センター ◯あきた企業活性化センター
◯⼭形県産業技術振興機構 ★ふくしま医療機器産業推進機構

【関東地区】
◯つくば研究⽀援センター ◯栃⽊県産業振興センター 
◯群⾺県産業⽀援機構 ○埼⽟県産業振興公社 、
さいたま市産業創造財団 ◯千葉県産業振興センター 
◯東京都医⼯連携ハブ機構、東京都中⼩企業振興公社、
⼤⽥区産業振興協会 ◯神奈川県⽴産業技術総合研究所
横浜企業経営⽀援財団、川崎市産業⽀援財団、相模原市
産業振興財団 ◯にいがた産業創造機構、
新潟市産業振興財団 ★やまなし産業⽀援機構
◯⻑野県テクノ財団 ◯静岡産業振興協会、
ふじのくに医療城下町推進機構

【中部地区】
◯富⼭県新世紀産業機構 ◯⽯川県産業創出⽀援機構
◯岐⾩県産業経済振興センター ◯名古屋商⼯会議所
◯三重県産業⽀援センター

【近畿地区】
◯ふくい産業⽀援センター ◯滋賀県産業⽀援プラザ ◯
京都産業21、京都⾼度技術研究所、京都リサーチパーク
★⼤阪商⼯会議所、堺市産業振興センター、関⻄広域連合、
⼋尾市、東⼤阪市産業創造勤労者⽀援機構
◯神⼾医療産業都市推進機構、姫路商⼯会議所
◯奈良県地域産業振興センター ◯わかやま産業振興財団

【中国地区】
◯⿃取県産業振興機構
◯しまね産業振興財団
★倉敷中央振興機構
◯岡⼭県産業振興財団
◯ひろしま産業振興機構
◯⼭⼝県産業技術センター

【四国地区】
◯とくしま産業振興機構 ◯かかわ産業⽀援財団
◯えひめ東予産業創造センター ◯⾼知県産業振興センター

【九州地区】
★九州ヘルスケア産業推進協議会、福岡県
◯佐賀県地域 産業⽀援センター
◯くまとも産業⽀援財団 ◯⼤分県
◯宮崎県 ◯⿅児島県
◯沖縄県産業振興公社

全国各地の医⼯連携・⽀援機関⼀覧について
（★ 地域連携⾃⽴化推進拠点）

※MEDICポータルサイト等を参考に作成



⾃治体における医⼯連携⽀援のあり⽅

◯ “製品開発⽀援”、あるいは“部材供給・OEM⽣産⽀援”を選択

各⾃治体は域内に所在する企業や⼤学、研究機関の特⾊を活かし、
次世代医療機器開発拠点や臨床研究中核病院などとの連携による開
発促進や、域内に⽴地する医療機器⼯場を中⼼に部材供給・OEM⽣
産の促進させる取組み、あるいは新しい視点で、⾃治体主導による
市⺠の健康寿命延伸や未病対策PJなどへ取組むことも有効かもしれ
ない。

◯ 持続可能な⽀援ネットワークの構築

医療機器関連市場への参⼊を⽬指す中⼩企業数は落ち着きを⾒せる
⼀⽅、アカデミア発ベンチャーやスタートアップが増加。医⼯連携
⽀援機関は、地域連携⾃⽴化推進拠点を中核に層化しお互いに越境
する活動を認め、“点から⾯”で⽀援を分担しつつ成果を上げていく
必要があるのではないか。



ふくしま医療機器開発⽀援センター     
Fukushima Medical Device Development Support Center

最後に

全国、⾃治体発 医⼯連携・産業⽀援機関を対象に、
継続性のある研究会・協議会活動があっても良いので
はないでしょうか。

産
学 官

医機連、⽇医⼯、
薬事⼯業協会など

⽇本医学会(142学会）
⽇本機械学会など
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